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改革改善
の考え方

①問題
点

　消防団を中核とした地域防災力の向上を図るためのに次期消防力整備計画において大幅な変更が必要である。

②改革
提案

　救助資器材等を積載した消防車両（多機能積載車）を導入し大規模災害に備えるとともに、安全装備品の充実や消
防団員が扱いやすい消防機材などを研究しながら、一方で財政状況を踏まえ消防力の維持を図っていきたい。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

消防自動車等の整備は全て完了。対震性貯水槽4基設置。コミュニティ助成により救急搬送担架及び救助資機材（エンジン
カッター）を配備、また、安全装備品としてケブラー手袋を貸与し団員の安全性を高めた。

総事業費①+② 265,831 79,874 77,612 79,011

600 600

臨時職員所要時間

一般財源 5,911 5,202 3,835 3,539

人件費計（千円）② 2,146 2,146

正規職員所要時間

起債 246,700 63,200 60,100 63,700

その他 1,000 1,000 1,000 1,000

10,074 10,472 10,531 10,772

県支出金 0

事業費計（千円）① 263,685 79,874 75,466 79,011 (補）消防防災設備整備事業補助金10,531千円
(地）消防・防災施設整備事業債　（充当率
90％）19,200千円 施設整備（一般財源化分１
/2）（充当率100％）25,700千円
(地)過疎対策事業債(充当率100％)4,400千円
一般補助施設（充当率90％）10,800千円
(その他）コミュニティ助成金（100％）1,000千円

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　消防自動車等の整備
　(1)　消防ポンプ自動車（上久堅分団）
　(2)　小型動力ポンプ付積載車（殿岡班、下黒田北班、上町班）
　(3)　小型動力ポンプ付搬送車(三日市場班、久米班）
　(4)　小型動力消防ポンプ(Ｃ-１）(上久堅）
２　耐震性貯水槽の整備
　　40ｔ(下久堅知久平、正永町、上郷黒田栃ケ洞、松尾代田）
３　救助救急用品の整備（コミュニティ助成事業）

１　更新する消防自動車
　(1) CD-Ⅰ
　(2) 普通車両
　(3) 軽車両
　(4) 小型ポンプ
２　耐震性貯水槽　40ｔ
　
３（1)　バックボード
　（2）　スクープストレッチャー
　（3）　エンジンカッター
　（4）　ケブラー手袋

１　６台
　(1)　１台
　(2)　３台
　(3)　２台
　(4)　１台
２　　　4基
　
３　(1)　1台
　　(2)　1台
　　(3)　1台
　　(4)　50双

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

平成23年度から平成27年までの第10次消防力(消防団)整備計画(以下10次防）に基づき消防力の維持増強を図る。東日本大震災を
契機に消防団員に求められる活動が救助等にも広がり、対応資機材の整備及び地区要望が多く出されている耐震性防火貯水槽の設
置計画変更(容量・数量）に対応するため第10次防力を平成24年度内に一部変更し、平成25年度から更なる消防体制の強化を図って
いる。
・飯田市消防団は平成６年度から独自の「救急繰法」に取り組み、毎年の消防技術大会において競い合うことにより技術向上を図って
いる。平成２２年度からＡＥＤをとり入れ発展させ、長野県消防技術大会において訓練発表を行った経過がある。第10次消防力(消防
団）整備計画において、消防団救急救護の充実が掲げられ日常的な災害対応における活動はもとより大規模災害における救急救護の
充実も期待されている。平成２５年度より、消防団員の中から応急手当普及員の資格を取得し今後はさらに、応急手当指導員を育成す
ることにより消防体制強化を継続的に図られる。
・平成6年度から開始した女性消防団員のための救急操法も、男女共同参画が進捗し男女混合で行う機会も増えてきた。
・平成25年度からは、大規模災害における「救急・救護」の充実強化を図り、「救助」に関しては、救助資器材等を購入し防災訓練等で
取り入れるなどしている。また、「チャレンジ防災48」を広域消防との連携により全分団に対して行い今後は、地域での防災指導車となり
地域防災の充実強化を図りたい。期待される活動のひとつ救助活動・防災に係る活動を発展させるために、救助用品並びに関連安全
装備品を充実強化を図っている。
・小電力無線機による無線機器の整備により消防体制強化の補填などは引き続き実施する。

成果
指標

②貯水の増設　　年間トン数÷計画トン数（％） 100 100 100 100

成果
指標

①車両の更新　年度更新台数÷計画台数（％） 100 100 100 100

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

②新設計画貯水トン数 160向上させたい上位施
策の成果指標

市民が災害にそなている割合（％）

①更新を必要とする消防車両台数 6
意図（どういう状態
にするか）

生命・財産を守る
目
的

対象（誰・何を） ①市民の生命財産

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 41 災害対策の推進
基本計画上
の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

H27担当課等名 危機管理室 H27係等名 消防団係 H26係等名 消防団係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名 消防体制強化整備事業

会計 一般会計
44 9

事業種別 政策

4 施策№ 41 事業№


